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【10 月 12 日】 

強歩大会が開催されました。白馬高校～黒菱岳山頂までを往復

する約22ｋｍのコースで標高差は500ｍ程あります。早い生徒

は約1時間40分で走り切りました。壮大な景色を眺めながら心

身を鍛え、共に歩いた友人たちとは学校の事や自分の夢などを

時間をかけて話すことができた良い機会となりました。他学年

の生徒や普段話す機会がない人ともすれ違うときにお互い声を

掛け、励まし合うことができました。運動が得意な生徒も苦手

な生徒も「しんどかったけども、面白かった」との感想を口に

していました。 

【10 月１日～５日】 

昨年度に引き続き、台湾での修学旅行が行われました。出国、

帰国ともに台風の影響が懸念される中でのフライトとなり

ましたが、現地では概ね天気に恵まれ、予定どおりの全行程

を消化することができました。 

台湾修学旅行 

現地の高校生との交流を始め、主体的に文化の違いを楽しむ生

徒の姿が見られました。海外に行くことの意義を十二分に確認

できた良い修学旅行となりました。 

強歩大会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月 16 日】 

3 年 B 組の授業、グローバル観光の一環として PTA 研修旅行を行いまし

た。生徒が企画、準備をし当日のガイドもこなす旅行で、お客様に生徒の

保護者の方を招きました。日帰りバスツアーで養命酒工場（駒ケ根）⇒駒

ケ根ソースかつ丼の有名店⇒かんてんぱぱガーデン（伊那）へ行きました。

生徒たちの入念な下調べが功を奏し、バス内でのガイドは「知らない事も

たくさんあり勉強になった」と好評でした。また帰りの車中でのレクリエ

ーションで行われたビンゴゲームの景品は、各工場のお土産を選び、そち

らも好評でした。保護者の方からは是非来年も参加したいので実施しても

らいたいという声をたくさんいただきました。 

【10 月 15 日】 

東京大学先端科学技術研究センター人間支援工学分野教授中邑賢龍先生に

ご講演いただきました。昨今の社会の現状をお話しいただき、そのうえで

どのように学ばなければいけないかを教えていただきました。「現代は社会

が豊かになり、ルール、常識、教育が整備されてきた。しかし、これから

の社会では標準化された作業などは、ロボットにとってかわられる時代で

ある。そういった時代に生きるために、常識に縛られず自由であり、自ら

の責任を果たす必要に迫られている。いかに自分らしく社会に関わること

が出来るか」生徒たちには自分の好きなことでエキスパートになり、社会

に貢献する方法を考え、自分なりの答えを導き出して次のステージへ進ん

でいってもらいたいと思います。 

【11 月 6 日】 

はくばフォーラムがウィング 21 で行われました。県・村の教育

委員会や地域の関係者、保護者の皆様をお招きし、受付や司会も

すべて生徒が行い、白馬高校で学んだ成果を各学年ごとに発表し

ました。1 年生は就労体験、2 年生は修学旅行と高校生ホテル、

3 年生は国際観光科が発足した新生白馬高校 1 期生としての 3

年間のまとめとデュアルシステムについて発表しました。 

グローバル講演会 ～AI(人工知能)やロボット時代の生き方・学び方～ 

PTA 研修旅行（生徒ガイドによるバスツアー） 

はくばフォーラム 

1 年生の就労体験は 3 つの発表のうち１つが介護施設の体験

で、小谷村の現状を調べ、就労体験先がどのように地域に貢献

しているかまで深く探究した内容でした。2 年生はタピオカに

焦点をあて、修学旅行先の台湾を研究する斬新な発想で会場を

引きつけていました。3 年生は 3 年間の体験をまとめ、その

内容が多岐にわたり高校生活が充実していたことがよくわか

る発表でした。質疑応答では就労先は選べるのか、普通科でも

体験を増やすことはできないかなどのご意見をいただきまし

た。今後も白馬高校として更に様々な体験を通じ生徒の成長を

促し教育の充実を図りたいと思います。 


